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臨床心理士養成大学院における学外実習の現状について

一医療領域のアウトリーチの視点から課題を探る一
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和文要旨

近年,専門家による心のケアが広く必要とされてお り,心理職にとっては新 しい職域である医
療領域のアウ トリーチヘの需要が高まりつつある。本研究では,特に医療領域でのアウトリァチ
に視点を置き,現在の指定大学院における医療領域の学外実習の現状を明らかにし,課題を探る
ことを目的として文献研究を行った。学内実習についての報告や調査研究と比較 して,学外実習
についての論文は希少であり,本研究では10文献を対象 として検討を進めた。全国的な指定校の
調査では,教育領域での学外実習の充実に対 して,医療領域での学外実習が少ないことが明らか
となっている。実習生を対象 とした調査からは,修了後に最も役に立つ体験 として学外実習が挙
げられ,実習生が学びと成長を得る体験は,心理職養成のプログラムには欠かせないと考える。
精神科のみならず小児科や リハビリテーションの現場など,多様な学びを目指 し実習プログラム
が組まれていたが,ア ウ トリーチに言及 した論文は見当たらなかった。今後地域移行が進むにつ

れて,ア ウトリーチ型の支援の重要性は高まることが予想 され,心理職の国家資格化を受け,心
理職の職域もアウ トリーチヘ展開していく可能性が高く,多職種チームの中で協働できるスキル
が求められている。実習は,理論 と実践をつなぐ架け橋 となる。医療領域における実習の充実に
加え,多職種協働およびアウ トリーチにおける心理臨床の理解 と体験の場の確保を目指 した実習
プログラムの構築が求められるのではないかと考察された。

キーワード:臨床心理実習 臨床心理的地域援助 アウトリーチ 多職種協働

I 問題と目的
1988年 に臨床心理士の資格認定がスター トし

て以降増加の一途をたどり,平成29年 4月 1日 現
在で32,914名 が認定されている。臨床心理士の

資格を取得するためには,臨床心理士養成指定大

学院 (以下,指定大学院と表記)で修学し,臨床
心理士試験の受験資格を得る必要がある。臨床心

理士の指定大学院は,2016年 11月 現在で,専門
職大学院が6校,第一種指定大学院と第二種指定

大学院は併せて165校 となっている。また,専門

家による心のケアが広く必要とされている社会的

背景を受け,2015年 9月 に「公認心理師法」が可

決・成立し,心理職の国家資格化が現実となった。

臨床心理士は,社会のニーズに応え,その専門性

やアイデンティティを再度確立し,公認心理師と

共に,社会に貢献し得る存在となるべく日々の臨

床や研究によリー層励む必要性があると考える。

そのためには,指定大学院における臨床心理士養

成のプログラムを今一度見直し,課題を精査 し,

新たな育成プログラムを模索する必要があるので

はないだろうか。

(公 )日 本臨床心理士資格認定協会 (2016)に

よると,臨床心理士に求められる固有の専門業務
は,1。臨床心理査定,2.臨床心理面接,3.臨床心

理的地域援助,4.これら1～3に関する調査・研究・

発表の4つであり,指定大学院や専門職大学院の

必修科目に該当する特論に位置づけられている。

指定大学院では,これらの専門性を持った人材を

育成すべく,講義や学内,学外での実習プログラ
ムを提供している。近年,心理職の活躍の場とし

て,近年アウトリーチに注目が集まっている。臨

床心理士の専門業務の3つ 日に挙げられている臨
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床心理的地域援助とは,特定の個人を対象とする

のではなく,地域や学校,職場に所属する人びと

の心の健康を援助するといった,予防医学へ注目

した公衆衛生活動を指し,ア ウトリーチヘ参入す

る際,特に身に付けておきたいスキルであろう。

我が国の多職種によるアウトリーチは,米国で開

始 され た包 括型 地域 生活支援 プ ログ ラム

(Assertive Community Treatment:以 下,ACT
と略記)か ら大きく影響を受けている。ACTと
は,心理職を含めた多職種専門家チームが,365
日24時間体制で,重度精神障害者への訪問支援
を行 うものであり,我が国でも,2003年に千葉

県市川市においてACT‐Jがモデル事業として開始

され,チームスタッフ基準に,必須ではないもの

の心理職が明記された。また,厚生労働省は ,
2011年4月 に「精神障害者アウトリーチ推進事業」

を開始 し,チーム構成の中に 「臨床心理技術者

(臨床心理士等)」 と,国家資格ではない臨床心理

士を明記した。アウトリーチにおいて心理職が求

められていることがうかがえる。しかし,医師 ,

看護師,作業療法士,精神保健福祉士等の多職種

チームヘ,心理職の参入は進んでいない現状があ

る。筆者は,ACTス タッフに半構造化面接また
は質問紙調査を実施し,心理職のチーム参入が求

められていることを明らかにした (仲 ,2015,

2016a)。 また,サービスを受ける側の利用者ヘニー

ズ調査を実施 した結果 ,日 常生活支援や服薬管理

など,様々な支援の中で群を抜いて “話しを聴い

てほしい"と いうニーズが最も高いことが明らか

となり (仲 ,2016b),精神科アウトリーチの中

に,臨床心理士の傾聴スキルを活かした役割があ

るのではないかと考えた。

では,指定大学院において,新 しい領域である

アウトリーチはどのように教育 0指導されている

のだろうか。一般社団法人日本臨床心理士会(編 )

(2009)は ,「臨床心理士の大学院指定校制度に

より,臨床心理士の基礎的な教育・訓練システム

の整備は一定の効果を上げているといえる。しか

し,実際に種々の臨床現場で必要とされる技量や

資質の醸成には,大学院における教育だけでは充

分とはいえないのが現実である」, と報告し, さ

らに,臨床心理的地域援助について,新人研修で

は,「地域・組織援助/臨床心理士の活動が『面

接室の中』だけで済むという誤解を生まないため

に,いろいろな組織や部署をコーディネァ トし,・

協働してクライエントの援助を担っていく場合が

あるという視点を提供する内容が望ましい。また,

地域に必要とされるサポー トシステムやネットワー

クの構築,地域の社会的資源の積極的な (一般社

団法人日本臨床心理士会(編),2009)」 と,ア ウ

トリーチ教育及び多職種協働のスキル習得の必要

性について言及している。今後,さ らに需要が高

まると予想される領域であり,指定大学院での充

実した教育プログラムの展開が求められると考え

る。

そこで,本研究では,特に医療領域でのアウト

リーチに視点を置き,現在の指定大学院における

医療領域の学外実習の現状を文献研究を通じて明

らかにし,課題を探ることを目的とする

Ⅲ 方法
文献データベースCiNii‐Aericles(国 立情報学

研究)を用いて,発行年の制限を設けず 「臨床心

理士養成大学院」,「心理臨床実習」,「臨床心理実

習」をキーワー ドとして,文献を収集した。得ら

れた文献から,医療領域での学外実習についての

記述が見られるものを精査し,該当文献を研究対

象とした。

Ⅲ 結果
文献データベースCiNii‐Aericles(国 立 }青報学

研究)を用いて,発行年の制限を設けず 「臨床心

理士養成大学院」;「心理臨床実習」,「臨床心理実

習」をキーワー ドとして検索を行った (検索実施

日 :2017/10/28)結果 ,該 当する文献は見つか

らなかった。そこで,キーワー ドを分けて検索を

行 うと,「臨床心理士養成大学院」では17文献 ,

F心理臨床実習」では9文献,「臨床心理実習」で
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は62文献が該当した。本研究では,指定大学院
における学外実習の現状 と課題を明らかにし,医

療領域のアウトリーチの視点から考察することを

研究者

(発表年 )

伊藤直文 ,

村瀬嘉代子

ら(2001)

小 山 充 道

(2003)

松 原 由 枝

(2004)

目的としているため,抽出した論文を精査 し,研

究の趣 旨に沿 う内容のものに絞 り,10文献を取

り上げた。論文の概要について表 1に示す。

研究概要

大学外部機関における心理臨床実務実習の実態と臨床心理士の

考えを把握し,現状分析を行うために,調査 1:330機 関への

実習実施実態調査,調査 2都臨床心理士会会員670人への個人

調査。<調査 1>①最近 2年間の実習受け入れ経験率は約25%。

②臨床心理士の一人職場が38%。 実習受け入れ環境の厳しさが

うかがわれた。③受け入れ経験のない機関の74%が ,実習に

「関心がない」「考えたことがない」。他職種と協同している職

場と他職種のいない職場別では,「関心あり」の割合は,他職

種のいる職場の方が有意に高値。<調査2>①受け入れた実習

生は,学部生が6割弱で院生よりも多い。②実習受け入れ経験

のある群は「クライエントにも有意義」など実習のプラス面を

多く挙げ,経験のない群は,マイナス面を挙げる傾向。

充実した臨床心理実習プログラムをもつ北米大学院での実習例

を取 り上げた。実習は半期科 目として設定され,週 4.5時 間 ,

個人 SVを 週1時間, グルーープ SVを 週3時間受講。インターン

(外部実習)で 600時間課される。臨床領域が明確化され,メ ン

タルヘルスカウンセラーは主に薬物乱用者を対象としたカウン

セリング学習を深め, リハビリテーションカウンセラーは事故

や病気により脳障害を患った人を対象としたカウンセリングを

学ぶ。信州大学大学院では 3週間医療領域の学外実習を実施。

カンファレンス参加,診察陪席,病棟実習,心理検査の実施等。

「病院・施設等実習」における学生の実習についての発表資料

を基に,学生の成長要因を,知識的成長要因,社会的成長要因,

Ii纂床感 |｀生的成長要因,心理的成長要因の 4つ に分類。本研究か

ら学生は実習を契機に様々な成長を遂げたと言えるが,それも

各実習先,各臨床現場の方々の尽力があってこそであり,今後

も大学と現場の連携により実習には様々な工夫が必要と言える。

表 1 医療領域の学外実習の記載がある10文献の詳細

タイ トル 出典 対象と方法

心理臨床実

習の現状 と

課題

心理 臨床 学

研究,19(1),

47-59.

調 査 1:330機 関

(病院,自動相談所 ,

中学校,福祉施設

等)に勤める臨床心

理士。郵送による

アンケー ト調査。

調査 2:臨 床心理

± 670人 。 郵送に

よるアンケー ト調

査。

「臨床心理実

習」の実際

信 州 心理 臨

床紀要 ,2,

45-56.

北米大学院におけ

るカウンセラー養

成のための臨床心

理実習と,信州大

学院臨床心理学コー

スの臨床心理実習

の実例報告。

臨床心理学

実習が学生

に及ぼ した

成長要因

川村学園女

子大学研究

紀要,15(1),

43… 54.

学部心理学科 4年

次通年科 日である

「病院・施設等実習」

受講生34名 の,実

習後の発表資料を

もとに考察。
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精神科病院

における臨

床心理実習

についての

一試論

臨床心理学 ,

645‐

勤務する単科精神

科における臨床心

理 と実習生受け入

れの体験例報告。

実習生2名 の実習

計画書と実習報告

書を基に考察。

大学院にお

ける心理臨

床教育 0訓

練に関す る

一考察

心理 教育相

談研 究 ,6,

11‐ 22.

大学院 2年次に実

施 している長期の

病院心理検査実習

体験の報告と,24

名の実習生が実習

体験をどの様に評

価 しているかアン

ケー ト調査。

大学院にお

ける心理臨

床教育・訓

練に関する

一考察

心理教 育相

談研 究 ,6,

11-22.

大学院 2年 次に実

施 している長期の

病院心理検査実習

体験の報告 と′、24

名の実習生が実習

体験をどの様に評

価 しているかアン

ケーート調査。

学外医療領

域における

臨床心理実

習の学びに

ついての質

的研究

福岡教育大

学心理教育

相談研究 ,

12, 33¨ 40。

医療機関で実習を

行った大学院修士

課程の学生 1～ 2年

生9名 に対 して半

構造化面接による

インタビュー調査

を実施。逐語録か

ら,KJ法で分析
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金 坂 弥 起

(2006)

藤 沢 敏 幸

(2007)

岩橋知子・

友清由希子

(2008)

岩橋知子・

友清由希子

(2008)

精神科患者に対する漠然とした不安を,あ る程度は克服,ない

しは軽減 した上で長期的な実習に臨んでほしいため,修± 1年

生で短期間の体験実習。2名 の実習計画書と実習報告書を基に,

体験の実際を報告した。実習生の初々しい体験の片鱗が読み取

ることができるとともに,社交辞令以上のものが間違いなくあ

る。実習は,何をどこまでという到達点の設定が困難なことも

あり,ま ちまちに行われざるを得ない。依頼する大学院側と依

頼される現場の双方がいっそう議論を進めていく必要がある。

当大学内には心理臨床ヨ|1練施設として心理教育相談室が設置さ

れている。 しかし,全体的な受付件数の少なさや担当ケース数

の少なさ,対象となる問題が子どもの問題がほとんどであるこ

となど,訓練としては幅の狭いものになりがちである。そこで ,

当大学院としては,1年次や 2年次に実施 している臨床心理基

礎実習・臨床心理実習を学外研修の重要なものとして位置づけ

て訓練に当たってきた。特に2年 目に実施している長期間にわ

たる心理検査実習は,き わめて教育・訓練効果の高いもので ,

学生にも好評である。

当大学内には心理臨床訓練施設として心理教育相談室が設置さ

れている。 しかし,全体的な受付件数の少なさや担当ケース数

の少なさ,対象となる問題が子どもの問題がほとんどであるこ

となど,訓練としては幅の狭いものになりがちである。そこで ,

当大学院としては,1年次や 2年次に実施している:i霊床心理基

礎実習・臨床心理実習を学外研修の重要なものとして位置づけ

て訓練に当たってきたc特 に2年 目に実施している長期間にわ

たる心理検査実習は,き わめて教育・副il練効果の高いもので ,

学生にも好評であるc,

臨床心理士を目指す大学院生が,学外の医療領域における臨床

心理実習で何を学び, どのような体験をしているのかについて

面接調査を実施 し分析を行った。その結果,主に 「能動的活動

によって得られた臨床心理実習の実際」,ま た実習における様々

な 「場の認識」,ま た 「クライエン トの内面に向き合 う」こと

で受動的に得られた体験や,それにより「自己の内面, 自己の

課題の明確化」に至る体験をしていることが明らかになった。
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田島佐登史

(2008)

良原誠崇 ,

落合美貴子

ら(2010)

松 井 三 枝

(2012)

臨床心理学専攻修士課程に在籍する大学院生58名 を対象として,

大学および大学院での学習や体験のうち,修了後に役立つと思

う学習や体験について質問紙による調査を行うた。その結果 ,

≪演習や実習の体験≫,≪ ケース検討≫,≪ 専門家としての社

会性の獲得≫,≪ 心理学の知識やスキルの修得≫,≪ 日常生活

から得られる経験 。体験 0知識≫の 5つ に分類された。「シス

テムオーガニゼーションの技能」と「研究活動のための知識や

技能」は,含まれていなかった。この相違には,心理臨床活動

を社会に位置付けていくために必要な臨床心理学の専門活動に

関する意識の弱さが関係 している可能性が示唆された。

臨床心理士養成大学院 (n=錦 )と 臨床心理士 (n=324)を対象

にした質問紙言1司査。①大学院では,実習環境が以前より充実化

していることがうかがえたが,学内ないし学外いずれかで実習

評価を客観化している大学は29%。 ②現場の臨床心理士は,38

%が実習を受け入れており,受 け入れていない群と比較 して ,

実習のプラス面を認識していたが,実習の必要性については ,

過去の調査よりも低い評定。③実習の効果を促進する要因につ

いては,大学院,臨床心理士ともに臣:嘔床心理学に関する基礎知

識の教育を重視。④大学院は,実習環境の整備を重視 し,経験

年数が10年未満の臨床心理士は,精神病理に対する理解や,実

習における客観的な評価基準があること,10年以上の臨床心理

士は,大学院における実習システムの整備が重要であるという

認識の違いが明らかになった。

165の 臨床心理士指定校のうち,何 らかの形で医療実習を多少

なりとも取り入れている大学院は80校 と,半数に満たなかった。

実習先をみると,大学附属病院は 8校であり,心理職に関して

の教育のための連携はまだ全国的に認識されておらず,我が国

の臨床心理教育における医療実習の不足が予測される。また ,

実習先は精神科が比較的多いが,心療内科,神経内科,脳神経

外科,小児科等,他科での実習体験も構成されてゆくと好まし

い。

臨床心理士

養成 して言

え大学院の

院生が考え

る終了後に

役 立つ学習

と体験

目白大学 心

理学研 究 ,

4,35-48.

心理系大学院 1年

生29名 , 2年生29

名, 計58名 を対象

に,質問紙調査を

実施。選択式 8項

目, 自由記述式 6

項目。

臨床心理実

習の実態と

心理 臨床 学

研究,28(5),

595-606.

臨床心理士養成大

学院 159校 , 臣il床

心理士 (大学教員

は除く)1000名 を

対象に,郵送によ

るアンケー ト。

臨床心理専

門家養成の

ための医療

実習に関す

る実態調査

:全 国臨床

心理士指定

校における

シラバスよ

り

富 山大学杉

谷 キ ャンパ

スー般教育 ,

40 ,   111‐

114.

指定校 165校 を対

象に,WEB上 で掲

載 され ているシラ

バスに基づいて ,

医療実習の有無 ,

実習内容等につい

て調査。
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臨床心理士

養成プログ

ラムにおけ

る実践知の

重要性

佛 教 大学 教

育学部論集 ,

25, 25‐ 34.

佛教大学大学院に

おける臨床心理士

養 成 プ ロ グ ラ ム

(講義,実習)か ら,

実践知の重要隆を

考察。

鹿児島純心女子大学大学院 人間科学研究科紀要 第13号 (2018年 )

牧 岡ll 史

(2014)

Ⅳ 考察
1.医療領域における学外実習の現状

論文の精査をする中で,大学院附属の心理相談

室における学内実習についての報告や調査研究は

多いものの,学外実習についての論文は希少であ

ることが分かった。比較的研究が進んでいる学内

実習についても,課題が多く挙げられており,小

林ら (2013)は ,大学院附属心理相談室におい

て,こ こ数年来談者は減少傾向であり,院生に一

定のケース数を確保し続ける必要性があるため,

相談室の運営のあり方や教育方法について積極的

に情報交換をするなど,他の指定大学院及び附属
心理相談室との連携のしかたを模索する必要性に

ついて言及 している。また,金沢 (2015)の 調
査では,大学院附属心理相談室におけるスーパー

ビジョンについて,90%を超える施設で個人スー
パービジョンが行われてお り,週 1回 1時間とい

うィヾターンが一般的であること,スーパーバイズ

の質と時間を確保するため;専任教員が負担を抱

え努力していることが明らかとなっている。

学外実習ヘロを向けると,本研究から,指定大

学院では教育 0医療・福祉領域等における心理臨

床能力の獲得のため,主に大学院2年次を対象と

して複数の領域での学外実習のプログラムを提供

していることが分かった。特に,医療領域は小山

(2003)が ,「大学院在学中に医療臨床体験は必

須である。臨床心理士の仕事は,歴史的にも精神

佛教大学大学院臨床心理学専攻では,特に「臨床心理実習」を

重視 したカリキュラムを用意している。この実習には,学外機

関での実習とグループ SV,附 属相談室での事例担当と個人

SVお よびケースカンファレンスが含まれるc臨床心理士の養

成においては, 自分自身の実践について省察する「行為につい

ての省察」だけではなく,臨床実践中に何を感 じていたかとい

う「行為の中の省察」が重要である。「臨床心理実習」を通し

て学ぶのは 「実践のマニュアル」ではなく,「個別的・具体的

な実践知」であると言えよう。

科医療 と関連が深い」と述べているように,臨床

心理士養成プログラムにおいて欠かせない体験で

あると考えられる。 しかしながら,松井 (2012)

の調査では,指定大学院165校の うち,医療領域

の学外実習 「あり」が80校 ,「なし」は22校,63

校は公開されているシラバスに記載がなく不明と

い う結果であった。また,各大学で提供 している

実習時間はまちまちであ り,1コ マのみ,5コ マ

程度 といった大学もあれば通年で週1回の大学も

あった。 この結果について,松井 (2012)は ,

我が国の現状ではほとんどの臨床心理系の大学院

は教育学部や文学部系列内にあり,ス タールカ

ウンセラー養成のための実習は行われているが ,

実習先の不足や心理職養成のための連携がまだ全

国的に認識 されていないことを原因として挙げ ,

医療現場からの心理職の必要性は十分認識 されて

いる一方で,医療実習の不足が懸念 されると述ベ

ている。また,岩橋・友清 (2008)は ,医療機

関で実習を行った大学院生を対象とした調査から,

学内実習に比べ,医療領域における実習では,対

象者の年齢が小児から老人までと幅広 く,年齢層

のみならず,対象者の疾患の種類についても広範

囲であることから,学びが多様になることを明ら

かに している。 さらに, 田島 (2008)の 調査で

は,大学院生が 11夕了後に役立つと考えている学習

や体験の内容について,(外部実習およびボラン

ティア活動の体験)を含む 「演習や実習の体験」
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に関する項目が最も回答数が多く,その理由とし

て,「今までに実際に接したことのない対象者と

直接話したり,かかわったりできること」,「実際

に援助を必要とする方々と接することができ,そ

のような方々について,少 しではあるが理解を深

めることができたと思う」と回答を得ている。田

島 (2008)は ,学外実習について,「外部の実習

を経験することにより,臨床現場における厳しい

状況や心理援助職の専門性についての理解につな

がり,他職種との連携の重要性を認識することが

できる」と考察している。他職種との連携・協働

については,中村ら (2012)が それぞれの概念

を整理し,心理臨床領域においてクライエントの

存在を前提とした他職種との連携・協働の重要性

について言及している。受け入れ側のマンパワー

の限界や,「何をどこまで, という到達点の設定

が困難なこともあって,ま ちまちに行われざるを

得ない (金坂,2006)」 実習状況ではあるが,実

習生が学びと成長 (「知識的成長 0社会的成長・

臨床感性的成長・心理的成長 (松原,2004)」 )

を得る体験は,臨床心理士養成のためのプログラ

ムには欠かせないものであろう。

2.医療領域のアウトリーチの視点から見た課題
と展望

本研究で対象とした医療領域の学外実習につい

ての文献から,精神科,小児科,老年期病棟, リ
ハビリテーション施設など;様々な現場で実習が

行われていることが分かったが,ア ウトリーチの

実習についての記載は見つからなかった。斎藤

(2017)は , 日本でも「今後地域移行が進むにつ

れて,ACTに 限らずアウトリーチ型の支援の重

要性は高まることが予想される」と述べており,

心理職の国家資格化を受け,心理職の職域もアウ

トリ∵チヘ展開していく可能性が高い。医療領域

における心理職のアウトリーチについての研究は

まだまだ進んでいないが;実際にアウトリーチで

心理臨床を行っている原田 (2012)は ,「私も他

の職種の人と同じように,訪間をして掃除をした

り,一緒に買い物に行ったり,服薬ができている

かどうかの確認をしたりもする」と述べ,「臨床

心理士が訪問するというのは他の職種の訪問とど

う違うのだろうかと検討を試みたことがあつたが,

なかなか明確な違いを論ずることはできなかった」

と,論点を挙げている。また,田 中・秦 (2011)

は,「実際の支援過程においては,心理的な問題

よりも日常生活の困難さなど,眼前の問題への対

応が優先されることが多かった」と報告しており,

臨床心理士としての専門性と生活支援の中で自己

の職業アイデンティティが揺らいだ経験を報告し

ている。初瀬 (2016)の調査では,精神障害を

持つ当事者とその家族が日常生活で困難を感じて

いることとして,「部屋の掃除」が50.4%と ,最

も多数の回答を得ている。このような,アウトリー

チで欠かせない日常生活支援について,原田 0上

野 (2009)は ,「こうした実際的な援助は,本来

の臨床心理士の仕事とは違 うと言う人もいるだろ

うが,小さな援助で生活を支えていける意味は大

きいと考えている」と述べ,「一緒にテレビを見

たり,近所に新しくできたスーパーの話をしたり

という支援らしくない支援 (あ る意味,臨床心理

士らしい支援 :他の職種の人もするだろうが)も

している」と, 日常生活支援の中にも臨床心理士

らしい支援は見出せることを日々の訪問支援から

感じ取っていた。また,「掃除とかでなくて何も

しないおしゃべりするだけの訪間をしてほしい」

と,心理職スタッフに対する思いを語った利用者

の声も報告されている (原田 。上野,2009)。 高

木 (2011)が ,「臨床心理もACTING OUT(外

向きに活動する)しよう」と,これまで面接室や

二者関係のォ・甲常的な場で力蕉発揮する
ことが多

かった臨床心理の世界に,大きな転換が図られる
べき時が来ていると述がているように,心理職の

活動の場は,面接室のような屋内から地域へ広が

り,多職種チームの中で協働できるスキルが求め

けれているも
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M.Corey&GoCorey(2004)は , 修 了生のほ

とんどが,就職後もっと多くの実習を経験したかっ

たと述べたことを報告しているc実習は,理論 と

実践をつなぐ架け橋 となる6医療領域における実

習の充実に加え,多職種協働およびアウ トリーチ

における心理臨床の理解 と体験の場の確保を目指

した実習プログラムの構築が求められるのではな

いかと考える。
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c。:nauctea to investigate the state of ofr‐can.pus practical training at grattuate scin。。19 。f

CliniCal pSyCh010gy frOIn tlle rerSpeCtiVe Of OlltreaCh in rnettiCal fieldS, aS W01l aS t③  eXp10re

Felatett proble11■ so F「 here have heexl_5ё lw・eF studies on ofF‐ cax〕■pus trai]ning, con■ Pared t◎ Fesearcill

On OnttC&InruS trainingo TherOfOre,thiS Stutty reVie｀ 野・ed Only 10 artiCleSe A national SCale SurVey

On graduate schO01s ◎f clinical psych01⑬ gy indicatett that sufficient off“calnpus training in

nlettical fields had not been provitted, col【 碗pttrea to that in educational fields。 (Dn the ③ther

han襲 , aFter co途■pleting the course trainees evaluatett offttcanapus trainttng as the linost useful

experience of th_eir career。 (Dff― ca翌.pu.s trainillg is considerea inttispensable for psyc:h。 1。 gists'

training rrogralznso v´ arious such tFttining progralns have been developea not only in Psychiatry

but also in pettiatFics antt rehabilitation fieltts. Howover, there are no reports on outreacho lt

is predictett that outreachntype surport ¬woula be increasingly require崚  &s the transition t。

local communities advance in the futureo Considering that n&tional qualification for

psych010gists has been ilnplel【 nented, psych010gists' Occupational fields woultt expantt to

Outreach services.Then, they woultt require skills for working cooperatively with an inter‐

professional team. Practical train量 lg bridges theory aind practice. It is consittered ilnpoilrtant to

観evelop training progran■ s ailin量lg to ttevelop an llliltterstanding of chnical psychology and

experience its practical use in inter― proressional work and outreach activities in adttition t。

improving practical training in medical fieldse

KleyWords:clinical psychology training, clinical psychological coIIImunity support, outreach,

inter‐prOfessional collaboration
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